
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里地里山の 

いろんな役割 

空気を 
きれいにする

土が流れ出す 
のを防ぐ 

洪水を防ぐ 

土砂崩れを防ぐ
川の水を 
安定させる 暑さをやわらげる

水をきれいにする 

水をたくわえる 

旅行など心の 
安らぎをもたらす 

農業・農村の持つ 

多面的機能 
 

山形県内の評価額 （億円/年） 

評価項目 評価額 

洪水を防ぐ １，０８８

土が流れ出すのを防ぐ ５８

土砂崩れを防ぐ ５８

水をたくわえ川の水を安定させる ５９３

水をきれいにする ２

空気をきれいにする ２

暑さをやわらげる １

旅行など心の安らぎをもたらす ５９５

計 ２，３９８

（国試算，H12.12） 
 

里地里山関係の価値について、日本

学術会議が評価を行っており、農業・

農村の多面的機能として約８兆２千億

円（全国）と算出されている。山形県

の評価額は、国の試算で約２千４百億

円となっている。 

５ 

川下の地域を守る 

田んぼは米を作るだけで

なく、雨水を一時的にためる

ダムの役割を持っている。 

土砂が流されるのを防い

だり、雨を地下水として蓄え
たりする機能も持っている。 

いのちの大切さを学ぶ 
里地里山は人々の手が加えられた二次的な自然

で、豊かな生態系がきずかれている。農業体験や自
然とふれあう環境学習の場として活用されている。

雨

平常時 大雨時 
水をためる



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
の
営
み
に
よ
り
形
成 

 

里
地
里
山
と
は
、
農
山
村
の
集
落
や
田

畑
、
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
身
近
な
森
林
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
地
域
の
こ
と
で
あ
る
。

古
来
か
ら
の
人
間
の
営
み
に
よ
り
形
成

さ
れ
て
き
た
土
地
で
あ
り
、
国
土
の
保
全

や
豊
か
な
自
然
環
境
、
都
市
住
民
へ
の
や

す
ら
ぎ
の
場
の
提
供
な
ど
、
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。 

人
が
作
り
上
げ
て
き
た
土
地
で
あ
る

た
め
、
人
が
手
入
れ
を
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
守
れ
な
い
土
地
で
も
あ
る
。 

 荒
廃
が
進
む
里
地
里
山 

 

近
年
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
て
、
山
の
手
入
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
田
畑
の
耕
作
を
や
め
て
し
ま
う
地
域

が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
里
地
里

山
の
荒
廃
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。 

 

一
方
で
、
里
地
里
山
の
価
値
を
見
直

し
、
保
全
・
活
用
を
進
め
よ
う
と
す
る
活

動
も
各
地
で
開
始
さ
れ
て
い
る
。 

 

里
地
・
里
山
と
い
う
貴
重
な
財
産
を
み

ん
な
で
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

大蔵村 

四ヶ村の
棚田 

（ 豊牧地区航空写真 ） 

４


